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小泉和子 編著

『家で病気を治した時代―昭和の家庭看護―』

医療を利用する側の立場の国民一般，それも家

族の健康を守る役割にある主婦の視座からみた家

庭看護の歴史書が著された．家庭看護がもっとも

発達した時代として「昭和戦前期」を取り上げて

いる．明治 32年の高等女学校令の制定により，

女子に国家が求めたのは良妻賢母の理念であり，

女子にとっては中等教育でありながら高等女学校

と命名された．この女学校の教育の中に家政学が

あり，そこには育児や養老，家族のなかの病人の

看護が主婦の役割とされ，その方法が教授され，

教科書にもこれらの項目が掲載されている．

看護には二通りの意味がある．すなわち，家庭

看護と専門職看護である．前者は一般人が行い，

後者は資格を有する看護職が担当する．このふた

つの流れは近代以後，相互に影響しあい，現在に

おいても構造的には変わらない．

本書の編集者で著者の小泉和子氏は，日本家具，

室内意匠，生活道具史が専門で，工学博士，生活

史研究所を主宰され，東京の大田区で「昭和のく

らし博物館」という私設博物館（1999年設立）

を運営されている．ここで年に 1度企画展を開催

し，第 1回のテーマは「家庭看護」第 5回「町の

お医者さん」第 7回が「家で病気を治した時代」

で，本書は第 7回の企画をもとに，医療に関する

前述の 2つを加えた内容となっている．

昭和戦前期はもっとも家庭看護の発達した時代

だった．氷枕，氷嚢，体温計，吸入器，浣腸器は

多くの家庭にあった．切り傷にドクダミ，腫れ物

にツワブキ，民間療法の知識も豊富だった．ひと

たび家族のだれかが病気になれば，家族が力を合

わせて看病し，病気と闘った．産婆も町医者も按

摩も鍼灸師もそれを助けた．家のなかで人の生死

最後に一つ，見過ごすことのできない，情報の

欠落がある．本書では図表が多用されて科学的

データがさかんに紹介されているにもかかわら

ず，住血吸虫のライフサイクルの図が存在しな

い．たとえば，米国CDCは，web上でこの情報を

提供している．参照されたい．www.dpd.cdc.gov/

dpdx/HTML/ImageLibrary/SZ/Schistosomiasis/body_

Schistosomiasis_il10.htm
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に向き合うことで，命の尊さとそれを守ることの

難しさを痛感した時代であった．医療の充実を願

うことは病気を医者まかせにすることではない．

病気も生も死も自分のこととして立ち向かった時

代から学ぶものは多いのではないだろうか．

本書の内容と構成は，第 1章家で病気を治した

時代―都市と農村にみる家庭看護，都市にみる家

庭看護の最盛期，農村に多い病気と治療，第 2章

変わり行くお産のかたち，出産―妊娠から産湯ま

で，助産師と消え行く自宅分娩，第 3章恐れられ

た病気－結核と急性伝染病，「国民病」と呼ばれ

た結核，猛威をふるった急性伝染病，第 4章家庭

看護と人，派出看護婦と保健婦，按摩と鍼灸師，

となっている．コラムには「家庭看護の七つ道具」

「配置家庭薬と家庭常備薬」「生活の知恵として普

及した民間療法」｢町のお医者さん｣「駒込病院

雑詠」「町のハイカラだった医院建築」があげら

れ，小泉氏を含め 11名で執筆されている．

専門職看護の立場で拝読させていただいて驚い

たのは，注射を自宅で家族がしていた時代があっ

たことである．これは第 1章の都市の部にある

「『細雪』にみる家庭における病気への対処」の小

項目でとりあげられている．『細雪』は谷崎潤一

郎の代表的な小説で，書かれている時代は昭和

11年から 16年である．「ヴィタミンBの注射をす

るのが癖になってしまって，近頃では医者へ行く

までもなく，強力ベタキシンの注射薬を備えてお

いて，家族が互いに，何でもないようなことにも

すぐ注射し合った」というのである．強力ベタキ

シンは，バイエル社から売り出されていた合成結

晶ビタミンB1の商標名で，1日に 1，2アンプルを

皮下または筋肉内に注射することで脚気の治療に

効果があった．注射をする場面もきわめて具体的

に書かれている．かかりつけの医院で注射法の指

導を受けているとは思われるが，戦前期に一般人

が家庭で注射をしていたという事実を知ることが

できた．

家で病気を治していた時代，地域のなかで家族

全員の病歴を知っているかかりつけの医者の助け

の下で，家族が力を合わせて病気を治していた時

代から，医療を自分の問題として自分で引き受け

るという主体性がみえてくる．そのなかで初めて

良い医療とは何かがわかり，何をめざしていくの

かがわかるのではないだろうか．

（平尾真智子）
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『茶の医薬史―中国と日本―』

茶は世界中で広く利用されており，一口に茶と

いっても加工・調製法によって様々である．加工

の早い段階で熱を加えれば，日本茶のような緑茶

になるが，発酵させれば烏龍茶や紅茶のようにな

る．また飲むときの調製法でも，湯を注いで抽出

する場合もあれば，しばらく火をかけて煮出すこ

ともある．あるいはバターなどの乳製品や香料な

どを加えることもあり，各地の文化に根付いてい

る．他方，茶外の茶といわれるものもあり，茶と

は全く異なる植物でありながら，同じように嗜好

品とされたり，茶のように調製したりするものも

総じて茶と呼ぶ．これを考えると，茶を論考する

には基原となる植物自体だけでなく，その加工・

調製法，それを利用する地域の文化など様々な背

景が関わってきて，本書が絞った中国と日本を中

心とした医薬史というテーマでさえも，扱うべき

資料は膨大であることは容易に理解されよう．そ

うした中で，本書は中国日本各々について，時代

ごとに数々の文献を整理し，それらの多くについ

て影印を附している．本書について著者が冒頭

で，貴重な資料を伝えることが使命，と語ってお

られるように，本書全体を通して著者の真摯な研


